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　7月28日（土）に第59回日向支部消防操法大会が
開催されました。本町からは、町大会を勝ち抜いた７
隊が出場しました。その中で、積載車操法の部に出
場した南郷分団第２部が見事優勝を果たし、8月25日
に開催される県大会出場の切符を手にしました。各
隊とも日頃の訓練の成果を十分に発揮され、美郷町
消防団の操法レベルの高さを感じることができました。
今大会に向けて、暑い中練習を続けてこられた団員
の皆様、お疲れ様でした。�
　また、練習にご理解ご協力いただいたご家族や地
域の方々に感謝申し上げます。�

　
７
月
６
日（
金
）延
岡
市
野
口
記
念
会
館
に
お
い
て
第
３
回

宮
崎
県
乾
し
い
た
け
生
産
者
大
会
が
開
催
さ
れ
、
美
郷
町
か

ら
は
生
産
者
と
関
係
者
合
わ
せ
て
47
名
参
加
し
ま
し
た
。
大

会
で
は
、
第
57
回
乾
し
い
た
け
品
評
会
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
特

別
表
彰
と
し
て
北
郷
区
の
松
本
茂
守
氏
が
功
労
賞
・
西
郷
区
の

山
本
時
雄
氏
が
最
高
平
均
単
価
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
33
名
の
参
加
者
は
、
翌
日
大
分
県
豊
後
大
野
市
で
開

催
さ
れ
た
全
国
乾
し
い
た
け
振
興
大
会
に
引
き
続
き
参
加
し
、

全
国
乾
椎
茸
品
評
会
の「
ま
る
で
芸
術
品
の
よ
う
な
」受
賞
出

品
物
を
見
学
し
感
銘
を
受
け
、
品
評
会
に
積
極
的
に
出
品
し
、

品
質
と
収
益
の
向
上
を
図
る
取
組
を
当
面
の
目
標
と
し
て
い

き
た
い
と
の
声
が
聴
か
れ
、
有
意
義
な
大
会
参
加
と
な
り
ま
し

た
。 �

�

　行政に対し、日ごろ感じていること、ご意見な
どを、次の用紙に記入してお寄せください。�
　なお、お寄せいただいたご提言は、個人情報
を除いたうえで町報などに掲載し、公表する場
合がありますので、あらかじめご了承ください。�
�
�
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７
月
４
日（
水
）、
北
郷
小
学
校
の

４
・
５
・
６
年
生
が
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム「
う
な
ま
の
里
」を
訪
問
し
、
50

名
を
越
え
る
多
く
の
高
齢
者
の
方
々

と
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。�

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
あ
い
さ
つ
と

歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
後
、高
齢
者
の
方
々

と
お
話
や
じ
ゃ
ん
け
ん
な
ど
を
し
ま

し
た
。
初
め
は
緊
張
の
面
持
ち
で
し

た
が
、
次
第
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
き
て
、

楽
し
い
雰
囲
気
の
中
、
素
敵
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
終
わ
り
の
会
で
歌
っ
た「（
北
郷
小

学
校
）開
校
記
念
の
歌
」で
は
、
涙
を

流
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
、
子
ど
も
達

は「
こ
ん
な
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
な
ん
て
。こ
れ
か
ら
も
、
訪
問
を
ず

っ
と
続
け
て
い
き
た
い
。
」と
、
大
変

感
動
し
て
い
ま
し
た
。�

　
秋
に
は
、
１
・
２
・
３
年
生
が「
う
な

ま
の
里
」を
訪
問
し
ま
す
。
高
齢
者
へ

の
尊
敬
・
感
謝
の
気
持
ち
を
培
い
、
郷

土
愛
を
育
む
活
動
を
と
お
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
と
の
つ
な
が
り
、
人

と
の
絆
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。�

��

　
７
月
24
日（
火
）に
北
郷
小
学
校
プ
ー
ル
に
お
い
て
、
美
郷
町

小
学
校
水
泳
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
大
会
は
、
町
内
４
つ
の
小
学
校
の
５
・
６
年
生
が
一
同
に

集
ま
っ
て
行
わ
れ
る
大
会
で
す
。�

　
当
日
は
、
学
年
ご
と
に
25
ｍ
・
50
ｍ
の
自
由
形
・
平
泳
ぎ
が
そ

れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
大
会
に
な
り
ま
し
た
。�

　
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
25
ｍ
以
上
を
足
を
つ
か
ず
に
泳
ぎ
き
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
大
変
す
ば
ら
し
い
事
で
す
。�

　
炎
天
下
で
行
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
保
護

者
や
地
域
の
方
々
か
ら
の
力
強
い
声
援
が
あ
り
、
児
童
た
ち
も

後
押
し
さ
れ
る
よ
う
に
暑
さ
に
負
け
な
い
元
気
な
泳
ぎ
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。�

�

　７月２１日（土）・２２日（日）に北郷区において、北郷区青年団連絡協議会（上村洋平会長）主催による東日
本大震災避難家族との交流事業が行われました。�
　東日本大震災により宮崎県へ避難している家族と北郷区の子どものいる家族を対象としたこの交流事業
では、参加者はそうめん流しや水遊び、水鉄砲づくり、スイカ割り等さまざまな体験をし、交流を深めました。
また、避難家族の方から「心から笑えるようになったのは最近のことです。まだ被災者の中には生活を制限
されて、悩み苦しんでいる人が大勢います。」など東日本大震災の話を伺い、北郷区の参加者は、普段の生
活ができる喜びを実感し、東日本大震災に関して意識を高める機会となりました。また、避難家族の方から
は、「また美郷町に遊びに来たいです。」との声が聞かれ、「Smile Camp（スマイルキャンプ）」という名のとお
り、終始笑顔あふれるものとなりました。�
�



� 　
日
向
市
の
美
々

津
立
縫
地
区
に

伝
わ
る「
お
き
よ

祭
り
」が
９
月
16

日
（
日
）に
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
の

祭
り
は
、
毎
年
旧

暦
の
８
月
１
日
に

行
わ
れ
る
も
の
で

神
武
天
皇
が
舟

で
東
征
に
出
発

す
る
際
に
、
風
の

関
係
で
出
発
時

期
が
早
朝
に
な

り
住
民
が
見
送

り
の
た
め
に「
お

き
よ
、
お
き
よ
」

と
起
こ
し
回
っ
た

こ
と
が
由
来
と

さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
今
年
は
古
事
記
編
さ
ん
１
３
０
０
年
に
あ
た
る

こ
と
か
ら
古
代
衣
装
で
仮
想
し
当
時
の
再
現
を
行
い
ま

す
。�

�

    

�

　８月２日、写真絵本作家の新開孝さんを迎え、昆虫観察会を行いました。新開さんの話を聞きながら、バ
ッタ・カマキリ・チョウ・トンボなどの昆虫を見つけ、一緒におせりの滝入口まで昆虫観察をしながら歩きま
した。昆虫の名前や特徴を教えていただき、実際にチョウの幼虫を触ってみたりしました。参加した子ども
達は、昆虫図鑑を手に、興味津々に昆虫に見入っていました。いろいろな虫を見つけることができ、夏の楽
しい一日を過ごしました。�

　
美
郷
町
に
は
５
名
の
人
権
擁
護
委
員

が
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
度
、
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
活
動
い
た
だ
い
た
三
股
ふ
く
え

さ
ん（
西
郷
区
）が
本
年
６
月
30
日
を
も
っ

て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。�

　
平
成
21
年
７
月
１
日
か
ら
３
年
間
、
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
三
股
さ
ん
へ
法
務
大
臣
並
び
に
宮

崎
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
会
長
よ
り

感
謝
状
が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
去
る

８
月
１
日
町
長
室
に
お
い
て
、
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
三
股
さ
ん
は
、
誰
か
ら
も
気
軽
に
相
談

さ
れ
る
委
員
を
目
標
に
活
動
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、「
い
ろ
い
ろ
な
方
の
お
世
話
に
な

り
こ
れ
ま
で
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
住
民
と
し
て
協
力
し
て
い
き
た
い
。
」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

　
三
股
さ
ん
の
後
任
に
は
、
平
成
24
年
７

月
１
日
か
ら
　
原
悦
男
さ
ん（
西
郷
区
）

が
新
し
い
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
委
嘱

さ
れ
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

�

　平成１９年１月２６日より更新しています「美郷町交通死亡事故ゼロ記録」が平成２４年７月１７日で連続
2,000日を達成しました。�
　今後も交通安全に積極的に取り組み、交通事故のない安全で安心のできる町づくりを目指して、町民
一人一人が交通ルールを守る「心のマナー」を意識していきましょう。�
�
�

�



【４】お問い合わせ先�
・美郷町役場企画情報課（166-3603）又は�
・㈱ケーブルメディアワイワイ（フリーコール10800-123-8181、携帯電話からは10982-22-1500）�
�

�

　９月２１日（金）から３０日（日）までの１０日間、秋の全国交通安全運動が実施されます。�
　秋の全国交通安全運動では、少子化が進む中、次代を担う子どものかけがえのない命を社会全体で
交通事故から守ることと、高齢者の交通事故等に的確に対処するため、「子どもと高齢者の交通事故防止」
を運動の基本としています。�
　また、運動期間中は、交通安全に対する意識の向上を図るため、通学時の街頭指導や、国道沿いで交
通指導所を設置いたしますので、町民のみなさんのご協力をお願いします。�

全国重点項目�
①夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止（特に反射材用品等の着用の推進及び自
　転車前照灯の点灯の徹底）�

②全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底�

③飲酒運転の根絶�

�

�

��

　
地
方
自
治
は
税
金
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。つ
ま
り
納
税
者
が
福

祉
や
教
育
、
土
木
事
業
な
ど
の
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て
い
る
の
で

す
。�

　
町
税
の
滞
納
は
、
町
の
財
政
を

圧
迫
し
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。�

　
そ
し
て
何
よ
り
も
、
納
期
内
に

税
金
を
き
ち
ん
と
納
付
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
大
多
数
の
善
良
な
納

税
義
務
者
と
の
公
平
性
を
欠
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
督
促

状
の
送
付
な
ど
、
余
分
な
経
費
に

税
金
を
使
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。�

　
こ
の
た
め
町
で
は
、
納
付
で
き

る
の
に
納
付
し
な
い
悪
質
な
滞
納

者
に
対
し
、
財
産
の
差
し
押
さ
え

な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
ま

す
。�

　
ま
た
、
宮
崎
県
と
協
力
し
て
税

の
収
納
対
策
業
務
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
は
税
源
移
譲
に
伴

う
収
入
確
保
と
、
町
税
務
職
員
の

徴
収
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。�

　
町
と
県
は
協
力
し
て
滞
納
町

税
の
解
消
と
滞
納
整
理
、
差
押

等
の
強
制
処
分
を
進
め
て
い
き

ま
す
。�

　
本
年
度
は
６
名
の
県
職
員
に

対
し
て
、
７
月
11
日
に
税
務
職
員

併
任
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

 �������������

　
併
任
人
事
交
流
で
は
、
悪
質

な
滞
納
者
に
対
し
て
地
方
税
法

第
48
条
に
基
づ
き
県
へ
徴
収
引

継
を
行
う
他
、
給
与
、
預
金
な
ど

の
差
押
え
、
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
ロ

ッ
ク
の
実
施
を
行
い
ま
す
。�

����������
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税
金
を
納
期
限
ま
で
に
納
め

な
か
っ
た
人
に
は
、
ま
ず
督
促
状

を
送
付
し
ま
す
。
督
促
状
を
発
送

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
を

経
過
し
た
日
ま
で
に
完
納
し
な

か
っ
た
場
合
に
は
、『
町
は
滞
納

者
の
財
産（
給
与
、
預
金
、
生
命

保
険
、
不
動
産
、
自
動
車
な
ど
）

を
差
し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
』と
地
方
税
法
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。�

　
納
期
限
ま
で
に
納
め
た
人
と
の

公
平
性
を
図
る
た
め
、
滞
納
税
は

強
制
的
に
徴
収
し
ま
す
。
こ
の
結

果
、
滞
納
者
は
経
済
的
な
不
利

益
を
負
う
だ
け
で
な
く
、
社
会
的

信
用
も
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

������

　
病
気
や
失
業
、
事
業
の
廃
止
な

ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
一
時

的
に
税
金
を
納
期
内
に
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
人
は
、
納
期
内
に

財
務
課
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
状
況
な
ど
を
聞
き
取
っ
た

う
え
で
、
徴
収
の
猶
予
な
ど
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

虚
偽
の
申
し
出
や
納
付
計
画
を

守
ら
ず
に
不
履
行
に
な
っ
た
場
合

は
、
滞
納
処
分
の
対
象
に
な
り
ま

す
。�

　
事
情
に
よ
り
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
、

必
ず
財
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。�

����� ��������

　
家
屋
を
新
増
築
又
は
取
り
壊

し
た
場
合
、
原
則
本
人
の
届
出
が

必
要
で
す
。�

　
届
出
を
行
な
わ
な
い
で
い
る
と
、

ず
っ
と
税
が
課
税
さ
れ
た
ま
ま
で

い
た
り
、
後
で
ま
と
め
て
税
が
課

税
さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

�

●【
固
定
資
産
税
の
課
税
基
準
日

　
は
１
月
１
日
と
な
り
ま
す
。】�

　
家
屋
の
状
態
は
基
準
日
で
把

握
し
ま
す
の
で
、
基
準
日
以
前
に

状
態
が
変
わ
っ
た
場
合
は
次
年

度
課
税
か
ら
の
変
更
に
な
り
、
基

準
日
以
後
に
変
わ
っ
た
場
合
は
次
々

年
度
か
ら
の
変
更
と
な
り
ま
す
。�

�
※
　
例�
①
平
成
24
年
12
月
20
日
に
増
改

　
築
又
は
取
り
壊
し�

　
　
　【
25
年
度
課
税
の
変
更
】�

②
平
成
25
年
１
月
20
日
に
増
改

　
築
又
は
取
り
壊
し�

　
　
　【
26
年
度
課
税
の
変
更
】�

��������������

舞台はバブル末期の下町の中学校。雪を
まとって校庭に降り立った悪意が静かに
目を醒ます…長編現代ミステリー。�

調理の一大革命！５０℃洗いの仕組みをわかり
やすく解説。洗い方のコツ、食材を活かすレシ
ピも紹介。�

※利用したい図書等のご要望がございましたら、お近くの図書館にお気軽にご連絡下さい。参考にさせて頂きます。     



　平成２４年10月1日から「乳幼児医療費助成事業」が「子ども医療費助成事業」に変更になり、助成対象
を中学３年生までに拡大します。�
　対象児童がいる世帯には、申請案内を送付しますので、各支所で受給資格証の交付を受けてください。
　交付に必要な申請書は、9月上旬までに送付しますが、関係書類が届かない場合は、各支所までお問
い合わせ下さい。�
　現在、乳幼児医療費受給証をお持ちの方は、10月上旬に新しい受給資格者証を送付しますので、10月
1日以降に医療機関を受診される際は、新たな受給資格者証を窓口に提示して下さい。�

　日向市・東臼杵郡障がい者自立支援協議会は、障がいを持たれた方が「地域で、その人らしい生活ができ
る」よう関係者が集まり、地域課題を共有・整理し住みやすい地域を作ることを目的として活動しています。�
　今回、この協議会主催の市民講座を下記日程で開催します。�
　田中病院院長田中洋先生から、精神の病気や障がい・地域に住む私たちにできることについてお話い
ただく他、当事者の方の体験発表もあります。�
　精神保健福祉に関心のある方なら、どなたでも参加できます。�
　地域に住む私たちにできること、心の健康について学んでみませんか？�

　◎日　　　時　１０月５日（金）午後１時から３時まで�
　◎会　　　場　日向市中央公民館　大ホール�
　◎参　加　料　無料�
　◎販　　　売　日向・入郷地域の福祉事業所による物品販売があります�
　◎問い合わせ　日向市・東臼杵郡障がい者自立支援協議会事務局　�
　　　　　　　　日向市障がい者センター　あいとぴあ　1５２ - ５４３４�
�

�

◇応急手当について◇�
　誰かが倒れているような救急現場に居合わせたら，まず速やかに１１９番に通報しましょう。救急車
が現場に到着するまでの間，いかに早く応急手当を行うかということが，病人やけが人の命を救う重要な
ポイントです。�
　日ごろから，心肺蘇生法やAEDの使用方法などを身につけておくと，いざというときに役立ちます。�
◇自動体外式除細動器（AED）について◇�
　AEDは，けいれん状態の心臓に電気ショックを与えて，心臓を正常に働かせるための医療機器であり，
一般市民の方でも使うことができます。�
　人工呼吸や心臓マッサージなどの心肺蘇生法に加え，AEDを市民の方が使用することで，病人やけが
人の命が助かる可能性が高くなります。�
�



�

　音遊び教室「ぽんぽこクラブ」～番外編～ということで、7月27日北郷保健センターに運動指導士を招い
て、0歳児はベビービクス、1歳～3歳児はキッズビクスを開催しました。ベビービクスはお母さんが声をか
けながら赤ちゃんの体を動かしたりさすってあげたり、遊びを通してお母さん方もエクササイズになるよう
な動きを教えてもらいました。�
　キッズビクスは、軟らかいボールを使って、お友達同士で投げたり取ったり、投げ方も後ろ向きや股の
下から投げたり。また、四つん這いになって動いたり、片足で立ったりするなど体のいろんな部分を使った
遊びをしました。音遊び教室とは、また違った遊びが出来たようです。�
　次は南郷区で実施予定です。皆さんの参加をお待ちしております。�
�
�

　去る７月２４日西郷ニューホープセンターで行われた認知症予防講
演会では、多数のご参加をいただきありがとうございました。�
　猛暑の中、昨年を上回る参加者で会場は熱気に包まれ、講師の紫
安さん(東京都健康長寿医療ｾﾝﾀｰ研究所所属)の話に深い頷きが随
所で見られ、生活上の認知症予防策を知る研修でした。認知症には
有酸素運動がよくウォーキングの記録をつけることを勧められました。
集団認知症検査では、多くの方の参加をいただき苦戦されていまし
たが、非常に良い結果を残されています。�
　また8月よりスタートした認知症予防プログラムへの参加希望者も
多く、ミニコミ誌作成という目標に向かって手順をみんなで考え、互
いに試行錯誤しながらメンバー主体で楽しく進めていかれることでし
ょう。�
�

　男性は肺・胃・肝臓、女性は胃・肺・結腸の順のがんが原因で死亡しています。がんが見つかっても、早
期であれば治せる可能性は非常に高く、治療も軽いものですみます。そのために「がん検診」を最大限、ご
利用ください。�

がんに関する不安、日々の生活での悩みなどの相談(無料)に看護師や社会福祉士が応じます。祝日を除
いて毎日午前10時から午後6時まで受け付けています。�
相談時間は1人20分まで。予約は不要です。�
�

　美郷町食生活改善推進協議会（森田和代会長）では、”野菜類の摂取量が
少ない人の割合を減らす”ことを目的に、地元産の野菜をたっぷりつかった簡
単料理教室を開催します。バランスの良い食生活をするうえで、野菜料理は
かかせません。    �
　身近な食材をつかった簡単料理に挑戦しましょう！   �
男女は問いません。無料です。ぜひご参加下さい。   �

 ●日　時 ： 平成２４年９月２５日(火）　午前１０：００～午後１：００まで  �

 ●場　所 ： 西郷健康管理センター   �
 　　　　　（送迎を希望される方は連絡をお願いします。）   �

 【申し込み先】西郷健康管理センター   1６６ - ３６１０  

　美郷町食生活改善推進協議会（村田幸子副会長）は毎年恒
例の｢夏休みおやこ料理教室」を実施しました。�
　7月31日・8月9日に実施し美郷南学園小学生22名の参加があ
りました。�
　酢、砂糖の入らないご飯に肉そぼろ・厚焼き玉子・人参・胡瓜
を芯にして1人1～2本ののり巻きを作りました。「むずかしかった
けど楽しかった。お父さんやお母さんにも食べさせたい。」との
感想をいただきました。�
　自分で作ったのり巻きやきらきら寒天に満足の様子でした。�
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昨
年
度
に
引
き
続
き
第
２
回
と
な
る

『
み
さ
と
地
域
医
療
塾
』が
去
る
７
月
21

日
、
南
郷
区
の
コ
テ
ー
ジ
山
霧
・
霧
の
宿

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
み
さ
と
地
域
医
療
塾
は
、
町
内
の
医

療
従
事
者
と
町
民
、
本
町
を
訪
れ
る
臨

床
研
修
医
や
医
学
生
な
ど
が
地
域
医
療

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
そ
の
魅
力
を

体
感
で
き
る
よ
う
に
、
意
見
交
換
・
体
験

交
流
な
ど
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
昨
年
度
か
ら
小
田
竜
塾
長（
町
国

保
西
郷
病
院
副
院
長
）の
も
と
活
動
し

て
い
ま
す
。�

　
今
回
は
、
年
に
一
度
の
行
事
と
し
て
参

加
を
募
り
、
医
師
を
中
心
と
し
た
地
域

医
療
に
携
わ
る
医
療
従
事
者
を
中
心
に
、

町
民
や
町
議
会
議
員
・
宮
崎
大
学
医
学

部
の
学
生
、
県
職
員
ら
七
十
名
以
上
が

集
ま
り
、
講
演
や
情
報
交
換
・
交
流
会
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
、
国
民
健
康
保
険
諸
塚
診
療

所
の
黒
木
重
三
郎
副
所
長
に
よ
る『
こ
れ

か
ら
の
へ
き
地
医
療
〜
諸
塚
村
の
在
宅

医
療
充
実
を
目
指
し
て
〜
』と
題
し
て
、

特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
黒
木
先

生
自
ら
の
経
験
談
を
交
え
て
、
要
看
護

者
を
抱
え
た
家
庭
の
事
例
紹
介
や
へ
き

地
に
お
け
る
訪
問
看
護
専
門
の
看
護
士

育
成
の
難
し
さ
、
在
宅
医
療
の
問
題
点

を
説
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
黒
木
先
生
は
、

諸
塚
村
内
の
公
民
館
を
回
っ
て
在
宅
医

療
の
充
実
を
目
指
し
精
力
的
な
活
動
を

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。�

　
続
い
て
、
自
治
医
科
大
学
を
卒
業
し

県
北
で
現
在
勤
務
さ
れ
て
い
る
医
師
ら

に
よ
る
、
病
院
・
診
療
所
の
紹
介
と
各
地

域
で
の
事
例
・
体
験
談
が
発
表
さ
れ
、
活

発
な
情
報
交
換
と
な
り
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
、
自
治
医
科
大
学
の
河
野
幹

彦
教
授
の
乾
杯
で
始
ま
っ
た
交
流
会
は
、

南
郷
で
収
穫
さ
れ
た
そ
ば
粉
を
提
供
い

た
だ
き
、
小
田
塾
長
と
金
丸
吉
昌
顧
問

（
美
郷
町
地
域
包
括
医
療
局
総
院
長
）に

よ
る
手
打
ち
そ
ば
が
参
加
者
全
員
に
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
方
か

ら
鹿
肉
も
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
舌
鼓

を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
参
加
し

た
町
民
は
日
頃
伝
え
ら
れ
な
い
医
師
へ

の
感
謝
・
思
い
を
語
っ
た
り
、
同
席
し
た

医
師
と
そ
の
家
族
と
の
有
意
義
な
交
流

の
場
と
な
り
ま
し
た
。�

�
�　

な
お
現
在
、
西
郷
病
院
で
は
、６
月
か

ら
町
内
各
区
を
対
象
に
巡
回
診
療
所
を

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
町
内
の
医
療

従
事
者
は
、
地
域
医
療
の
充
実
を
目
指

し
て
奮
闘
中
で
す
。
今
後
と
も
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

�
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